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２学期は行事が多く、充実している反面、疲れやすい時期ですね。また、朝晩が涼しくなるため、

体調を崩しやすいです。風邪などひいていませんか？食事・運動・休養のバランスを意識して、短い

秋をしっかり堪能しましょう。 

一緒に給食を食べていると、気温の低下とともに牛乳の飲み残しが増えてくるのが気になります。 

そこで、今回は「牛乳」について取り上げます。 

牛乳について 

牛 乳 の 栄 養 価

カルシウムは不足しています 

カルシウムが不足すると？ 
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・骨や歯が弱くなる。 

・イライラする。 

・骨粗しょう症になりやすくなる。 

※骨粗しょう症とは・・・骨が作られる速度より骨が

分解される速度が早くなることにより、骨に小さな穴

があいて、スカスカの状態になる症状をいいます。骨

が変形し、痛みが生じ、さらに骨折しやすくなります。 

患者の８０％が女性です。 

給食の牛乳は愛知県で飼っている牛から搾乳したものです。 

地元でとれたものは安心・安全ですね！ 



 

牛乳はカルシウムの吸収率Ｎｏ．1 乳製品を食べよう！ 

 給食には毎日牛乳があ

りますが、今、酪農家の

後継者不足や異常気象の

影響で牛乳が不足してい

ます。そのため、乳製品

である「バター」や「脱

脂粉乳」が品薄で入手困

難な状況です。とても貴

重な牛乳。残さず、味わ

って飲んでほしいです。 
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 中学生はカルシウ

ムを貯える時期で

す。この時期にいか

にカルシウムの多い

食品を食べておくか

によって最大骨量が

決まってきます。 

 将来、骨粗しょう

症にならないために

も、「いま」しっかり

とカルシウムの多い

食品を食べましょ

う！ 


